
北九州市聴覚障害児支援中核機能モデル事業
１ 北九州市聴覚障害児支援協議会の設置

２ 聴覚障害児支援の関係機関との連携

３ 家族支援の実施

４ 巡回支援の実施

「北九州市聴覚障害児支援協議会」の設置により、関係部局の連
携を強化する。

※構成員は、医師会・産婦人科・耳鼻咽喉科・小児科・新生児聴覚検査精密機関・療
育（SRC）・教育（小倉聴覚特別支援学校、特別支援学級）・当事者家族（行政か
ら、保健福祉局・子ども家庭局）
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STを派遣

（１）各関係機関（児童発達支援センター、聴覚特別支援学校・特別支
援教室・特別支援学級等）に定期的にSTを派遣し、意見交換か
ら連携の現況を把握し、課題を整理する。

（２）各関係機関が、障害児やその家族へ提供する情報の過不足を調査
（家族へのアンケート等を実施）、協議会で共有することで、情
報提供内容の向上を図る。
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情報を集約

（１）協議会のネットワークを利用して各関係機関が有する機能を把握し、聴覚
障害児家族の個々の状態（ライフステージ、状態像）に応じて適切な情報
提供、コーディネートを実施する。

（２）聴覚障害に関する知識の提供、補聴手段、聴覚管理やことば・コミュニ
ケーション等の療育、保護者の相談に対して、直接的な支援等を実施する。
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報告

聴覚障害児が通う児童発達支援センター、聴覚特別支援学校・特別支
援教室・特別支援学級、幼稚園・保育所等を巡回し、スタッフに対し該
当児童の状態像に応じた支援の方法を情報提供する。また、現状の課題
を把握し、協議会で分析、情報を共有する。

５ 聴覚障害児の支援方法に係わる研修の実施

聴覚障害児支援に従事するスタッフに対し、支援方法に係わる研修
を実施し、支援技術の向上を図る。



北九州市聴覚障害児支援協議会 

事務局 北九州市立総合療育センター TEL 093(922)5596 
 

北九州市では、こども家庭庁「聴覚障害児支援中核機能モデル事業」を受け、 

聴覚障害児支援体制の構築を推進しています。 

 

新生児聴覚スクリーニング検査を PASS（パス）していても、 

次のような行動が当てはまれば、耳が聞こえにくい可能性があります。 

 

             

                
 
 

気になる行動が見られるお子さんには、耳鼻咽喉科の受診をご検討ください。 

 

お子さんと関わる先生方へ 

『 難 聴 』の気付きにご協力お願いします 

◆こんな行動がありませんか？◆ 

・口元をよく見る         ・テレビなどの音量を大きくする 

・以前よりも声が大きくなった   ・話しかけられても気づかない 

・一度の指示で行動しにくくなった ・何度も聞き返す 

・話を聞いていないようでぼんやりしている 

・片方の耳を話し手に向けることが多い 

・電話やスピーカーを必ず片方の耳で聞く          など 

 

〇小児期の聴力低下の原因としては、 

・流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 

・麻疹（はしか）、水痘（みずぼうそう） 

・髄膜炎などの感染症  ・一部の抗がん剤など薬物の影響 

・頭部の外傷      ・遺伝性疾患       などがあります。 
  

※原因がわからない場合もあります。 

〇新生児聴覚スクリーニング検査で診断がつきにくい難聴の種類として、 

・オーディトリ・ニューロパチー（Auditory Neuropathy） 

（音への反応はあるが、ことばの聞き取りが特に苦手） 
 

・低音域難聴（検査では高音域を測定するため）    などがあります。 

 





ご出産おめでとうございます。

　産婦人科では､出生３日目までに新生児聴覚検査を

行い､担当医師がその結果をご家族に説明しています｡

　生まれたばかりの赤ちゃんは耳の中に羊水などの

液体が残っていたり､検査の時に赤ちゃんが動いたり

してリファー(要精密検査)になることもあります｡

　今回の検査結果がリファーになったからといって､

ただちに耳が聴こえていない(難聴)というわけでは

ありません｡

　これから精密検査を受け､お子さまの聴こえの程度

を確認していきましょう｡詳しい診察ができる専門の

精密医療機関をご紹介いたしますのでご安心ください｡

● 北九州市立医療センター  耳鼻咽喉科

● 北九州市立総合療育センター  耳鼻咽喉科
　 (精密検査機関・療育機関)

● 北九州総合病院  耳鼻咽喉科

● 産業医科大学病院  耳鼻咽喉科

● 独立行政法人地域医療機能推進機構
　 (JCHO)九州病院  小児科

北九州市における精密医療機関
主治医から紹介があります

聴こえに関する相談機関
どなたでもご相談できます

福岡県 乳幼児聴覚支援センター
福岡市博多区博多駅南２丁目9-30

TEL 092-402-2673　　FAX 092-415-3126

メールアドレス：fmc .choukaku@fukuoka .med .or. jp

《開設時間》月･水･金曜日(年末年始･祝日を除く) 10:00～16:00

※来所相談については要予約です。






















